
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 福岡工業大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 山澤　一誠 （役職名） 教務部長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点 　

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

学生の学修態度としてのアンケートでは、前期97%/後期98%の学生が自主的かつ意欲をもって学習に取り組むことが
でき、同様に前期98%/後期98%の学生が全体として意義あるものであったとの回答が得られており、一定の学修成果と
共に満足度のある授業が提供できたと捉えている。具体的な学修成果としては、AIに関する社会の動きととそれに合
わせた産業構造の変化を中心とした授業を行ったため「専門知識：当該分野において必要とされる専門知識とそれらを
応用する能力」が身に着いたが前後期共に60%程度の回答が得られた。また、動画配信によるオンデマンド型授業形
態を整え、提出期限等を厳守への指導を徹底したため、「主体性：自主的、継続的に学習する能力」が身に着いたとの
回答も前後期共に35%程度得られた。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

学期末のアンケートの中で、次期履修者に向けてこの授業についてのアドバイスを記述してもらった。特にオンデマン
ド型として運用している点について、「主体性」「継続性」「計画性」を持って受講に臨むことの重要性についてアドバイス
がなされていたため、本科目を受講する上での具体的なイメージを喚起することにつながり、受講を推奨することに寄
与したと考えられる。具体的には
「自己管理をきちんとして高いモチベーションをもって受講することで、より深い学びに繋がると思います。」「自分で勉
強を進められる人や主体性を強化したい人などは講義を受けてみるとよいと思います。」「オンデマンド型の授業なの
で自分である程度スケジュールを決めておいて取り組むといい。オンデマンド型の授業なので自分である程度スケ
ジュールを決めておいて取り組むといい。」といったような学生目線からのオンデマンド型授業への向き合い方につい
てコメントを得て、その授業評価コメントを公開している。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

新入生への全学オリエンテーションの際に、オンデマンド型での運用となる本科目の案内の時間を設けている。また、
本科目を紹介するための5分程度の短い動画を配信することで履修率向上に向けて取り組んでいる。また、オンデマン
ド型の授業における課題提出の重要性を示すために、具体的な履修状況（履修者数や課題提出状況の違いによって
生じる合格率等）を動画内で紹介している。加えて、履修者の学習状況を確認し、課題の提出状況が悪い場合には、リ
マインドを送ることを徹底している。その結果、前年度に比べて大幅に合格率を上昇させることにつながった。

学修成果

AIやデータサイエンスを活用することによって社会がどのように変化するのか、またそうした状況に私たちがどのように
対応していく必要があるのかについて論理的に考察できる視座を与えることができた。学期末の学生へのアンケートで
は、「近年，特に目覚ましく発展しているAIという技術について学習することができてとてもよかった． AIというワードは
知っていたが，AIの得意なところや不得意なところ，そして，AIと人間をどのように共存させ，より良い社会を形成してい
くのかを学習することができ，とてもためになった．」「社会の中でどのような場所・場面でAIが活用されているのかを学
べた」「データの適切な活用や，収集についてなど，興味のあることが学べてよかったです」といった声が得られ、本講
義が目的とする学びを提供することができた。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

履修者数は前期477名、後期265名であった。前年度比で、前期1.3倍、後期3.2倍の履修者数となった。
合格率においても、前期50％・後期70％から、前期87％、後期95％を達成した。
今年度は課題提出に問題がある学生を早期に抽出し、ICTを活用して〆期限のリマインド等の連絡を徹底した結果、合
格率を大幅に改善をすることができた。

教学マネジメント部門 評価・推進部会



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

学生の履修状況及び期末アンケートの結果に基づき、授業内容及びその方法の見直しを行っている。特にオンデマン
ド型の授業形態における履修の姿勢に関しては単位取得に大きく関わるため、提出期限のリマインド等様々な工夫が
なされている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本科目は、2022 年度から 1 年次生を対象として開講されたため、本科目を履修し、単位を修得して卒業した学生はい
ない。2023年度から工学部及び情報工学部で応用基礎レベルモデルカリキュラムに沿ったプログラムを実施しており、
2025年度からは社会環境学部においても実施予定であるため、それらの科目群を履修した学生の進路・採用状況等
を把握していく。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

当該プログラムについて、産業界の外部委員が参画する会議体にて、履修状況や、対象科目における学期末の授業
アンケートの結果を報告し、評価を得た。（2025/3/3開催 令和６年度第２回 福岡工業大学人材育成協議会）

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

AIやデータサイエンスの身近な活用事例を紹介することで、本科目の学習内容の重要性を具体的に伝えられるように
工夫している。また、データサイエンスにおいては、実際のデータに触れることができる演習回を用意した。
　学生への期末アンケートにおいても、「はじめに目的が示されているため、何を考えて授業を受けるかの組み立てが
しやすかった。」「AIに関する知識をこの講義で増やすことができたのは良い収穫だと思いました。実際に私はAIに興味
を持っていて、研究したいと思っています。その知的探求心を養うきっかけの一つにこの講義があったので、この講義
のように社会で起こっている事象を知ることも大切だと感じました。」「所々で例を出してくいただいたので講義内容が理
解しやすかったです。」等の回答も得られた。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４
工学部 大学等名 福岡工業大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 山澤　一誠 （役職名） 教務部長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

教学マネジメント部門 評価・推進部会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

当該プログラムは2023年度より開始したため修了者はいない。工学部における当該プログラムの履修者数および履修率に
ついて、履修者は学部全体で17名、履修率は学部全体で約2％だった。入学年度毎の状況については以下のとおり。
■2023年度入学生　履修者：6名　  履修率：1.3％
■2024年度入学生　履修者：11名　履修率：2.4％

学修成果

数理的な素養に基づき、様々なデータを適切に収集・分析・可視化するスキルを身に付け、工学分野において数理・デー
タサイエンス・AIを応用するための視点を持つことを目的とする。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本プログラムの対象科目における学期末の授業アンケートでは「Visual Studioを用いた演習の中で、C言語プログラミン
グの基本について理解することができた。」「プログラミングについて何も知らなかったが授業を通して色々なことを知
ることが出来たので良かったと思う。これからもプログラミングは社会に出て必要な能力なのでもっと使いこなせるよう
に練習していきたい。」等の回答があった。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨度

本プログラムの対象科目における授業アンケート結果では、「ソースコードの意味は深いところまで理解している状態で
あるのが理想。」、「プログラムの定型文や関数の意味について、実践しながら覚えていくと良いと思います。」等、学
生自身が科目の重要性について理解をした上で、後輩学生へのアドバイスとなる内容の回答があった。

全学的な履修者数、履修率
向上に向けた計画の達成・
進捗状況

1年生を対象とした入学直後のオリエンテーションで周知を行うとともに、課外で「FIT-ITセミナー」として、学生向けに
データサイエンスに関連する次世代型企業を招聘し、産業界で起こっているDXに対する理解の浸透を目的とした講演会を
開催するなどの取組を行い、履修への意欲喚起を図った。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等
学外からの視点

数理・データサイエンス・Ａ
Ｉを「学ぶ楽しさ」「学ぶこ
との意義」を理解させること

一部の科目において、取り扱う題材に関して社会の実例データおよび実課題を取り上げることで、学生が好奇心を持つこ
とができるよう工夫している。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授
業とすること

※社会の変化や生成AI等の技
術の発展を踏まえて教育内容
を継続的に見直すなど、より
教育効果の高まる授業内容・
方法とするための取組や仕組
みについても該当があれば記
載

学生の履修状況及び学期末の授業アンケートの結果に基づき、授業内容及びその方法の見直しを行っている。

教育プログラム修了者の進
路、活躍状況、企業等の評
価

本プログラムは、2023年度から 1 年次生を対象として開講されたため、本プログラムを履修し、修了して卒業した学生は
いない。2027年度以降、学生の進路・採用状況等を把握していく。

産業界からの視点を含めた
教育プログラム内容・手法
等への意見

当該プログラムについて、産業界の外部委員が参画する会議体にて、履修状況や、対象科目における学期末の授業アン
ケートの結果を報告し、評価を得た。（2025/3/3開催 令和6年度第２回 福岡工業大学人材育成協議会）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４
情報工学部 大学等名 福岡工業大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 山澤　一誠 （役職名） 教務部長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

全学的な履修者数、履修率
向上に向けた計画の達成・
進捗状況

1年生を対象とした入学直後のオリエンテーションで周知を行うとともに、課外で「FIT-ITセミナー」として、学生向けに
データサイエンスに関連する次世代型企業を招聘し、産業界で起こっているDXに対する理解の浸透を目的とした講演会を
開催するなどの取組を行い、履修への意欲喚起を図った。

学修成果

数理的な考え方に基づき、様々なデータを適切に収集・分析・可視化するスキルを学修し、実践の体験を通して、数理・
データサイエンス・AI活用の一連のプロセスと実践力を身に付けることを目的とする。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本プログラムの対象科目における学期末の授業アンケートでは「Pythonを扱うのは初めてで難しかったが、機械学習につ
いて少し理解できたと思う。」「C言語でAIに関するプログラミングをするのはかなり難しかったが、自分のためになっ
たと思う。」「数学の知識を使って人工知能の中身の部分が知れて面白かった。」等の回答があった。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨度

本プログラムの対象科目における授業アンケート結果では、「自分で計画的に進めることが重要になります。プログラミ
ングについて実践することでさらに学びが深まりサポートも充実しているので興味のある人は受けてみることをお勧めし
ます。」「難易度が高いが予習・復習を行って授業に臨むべき。」等、学生自身が科目の重要性について理解をした上
で、後輩学生へのアドバイスとなる内容の回答があった。

自己点検・評価について

教学マネジメント部門 評価・推進部会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

当該プログラムは2023年度より開始したため修了者はいない。情報工学部における当該プログラムの履修者数および履修
率について、履修者は学部全体で35名、履修率は学部全体で約4％だった。入学年度毎の状況については以下のとおり。
■2023年度入学生　履修者：15名　履修率：3.4％
■2024年度入学生　履修者：20名　履修率：4.1％



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等
学外からの視点

数理・データサイエンス・Ａ
Ｉを「学ぶ楽しさ」「学ぶこ
との意義」を理解させること

一部の科目において、取り扱う題材に関して社会の実例データおよび実課題を取り上げることで、学生が好奇心を持つこ
とができるよう工夫している。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授
業とすること

※社会の変化や生成AI等の技
術の発展を踏まえて教育内容
を継続的に見直すなど、より
教育効果の高まる授業内容・
方法とするための取組や仕組
みについても該当があれば記
載

学生の履修状況及び学期末の授業アンケートの結果に基づき、授業内容及びその方法の見直しを行っている。

教育プログラム修了者の進
路、活躍状況、企業等の評
価

本プログラムは、2023年度から 1 年次生を対象として開講されたため、本プログラムを履修し、修了して卒業した学生は
いない。2027年度以降、学生の進路・採用状況等を把握していく。

産業界からの視点を含めた
教育プログラム内容・手法
等への意見

当該プログラムについて、産業界の外部委員が参画する会議体にて、履修状況や、対象科目における学期末の授業アン
ケートの結果を報告し、評価を得た。（2025/3/3開催 令和6年度第２回 福岡工業大学人材育成協議会）
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